
































ている。平成 21 年度の A 市国民健康保険特定
健康診査の結果から b 地区の 40 〜 65 歳の年
代に高血圧や脂質異常の割合が高いことが明ら
かになり，住民への啓発活動が必要とされた。










　A 市は，平成 24 年度から「運動習慣の普及
による健康づくり，介護予防の推進」を事業の

















１．「いきいき UP! A 健トレ教室」の概要
　A 市は，平成 24 年度から「第５期 A 市高
齢者福祉計画・介護保険事業計画」および「A
市健康増進計画」に基づく一次予防事業とし





ラムである。平成 24 年７月 11 日〜 10 月３日









　筆者らは，調査者として平成 24 年５月 23 日





































3 月 15 日
連絡会議：3 回
参加者募集
4 月 13 日
5 月 23 日〜
7 月 10 日
教室実施中
7 月 11 日 第 1 回 学生：レクリエーション実施（グループ分け）推進員：毎回教室の前後で打ち合わせを実施
7 月 18 日 第 2 回 学生：" 第 1 回アンケート実施 "
7 月 25 日 第 3 回
8 月 1 日 第 4 回
8 月 8 日 第 5 回 学生：健トレ通心配布開始（全 6 回）
8 月 22 日 第 6 回
8 月 29 日 第 7 回 推進員より自主に対する参加者の思いを聞きたいとの声が上がる
9 月 5 日 第 8 回 学生：第 2 回アンケート作成・修正
9 月 12 日 第 9 回 学生：第 2 回アンケート作成・修正
9 月 19 日 第 10 回 学生：" 第 2 回アンケート実施 "、レクリエーション実施
9 月 26 日 第 11 回 推進員：第 2 回アンケートを参加者にフィードバック
9 月 28 日
文化祭打ち合わせ
学生：文化祭パネル作成






10 月 10 日 文化祭・11/7 の話し合いのため連絡会議
10 月 13 日 b 地区文化祭 推進員：健トレ教室のパネル展示、健康コーナーを担当






12 月 12 日 b 健トレ教室第 1 回
学生：推進員と参加者に対して " 聞
き取り調査 "









　健トレ教室の登録者は 43 人（男：14 人，女：
29 人）で，50 歳代２人（4.7％），60 歳代 18





























































友人・知人の誘い 18 58.0 
チラシ 13 41.9 
ポスター 0 0.0 
その他 1 3.2 
教室の魅力
（複数回答）
会場が近い 21 67.7 
プロの運動指導士の指導が受けられる 15 48.4 
参加費無料 10 32.3 
３ヶ月を通して運動ができる 8 25.8 
学生との交流ができる 2 6.5 




運動習慣をつけたい 16 51.6 
体力を維持したい 15 48.4 
運動がしたい 10 32.3 
肩こり・腰痛を改善したい 9 29.0 
血圧を改善したい 9 29.0 
姿勢を治したい 6 19.4 
メタボリックシンドロームを予防したい 5 16.1 
気分転換をしたい 3 9.7 
新たな友人と交流がしたい 1 3.2 
体型を変えたい 0 0.0 




ストレッチ・運動 23 74.2 
体力測定 8 25.8 
バイタル測定 7 22.6 
心の話 6 19.4 










 第 回 第 回 第 回 第 回 第 回 第 回
日時 ７／１１（水）：～ ７／１８（水）：～ ７／２５（水）：～ ８／１（水）：～ ／
水 ：～ ／（水） ：～





































































































































































































































 第７回 第 回 第 回 第 回 第 回 第 回
日時 ／（水） ：～ ／（水） ：～ ／（水） ：～ ／（水） ～ ９／２６（水） ：～ １０／３（水） ：～
































































































































































































































参加登録者 43 人中，全 12 回の参加が 11 人
















































継続を希望しない 7 27.0 
どのくらいの頻度で
活動したいか
週 1 回 13 57.0 
月 2 回 9 39.0 
月 1 回 0 0.0 
その他 1 4.0 
どの時間帯に
活動したいか
午前 3 13.0 
午後 13 57.0 
どちらでも 6 26.0 
その他 1 4.0 
どのような方法で
運動がしたいか
毎回講師に来てもらう 16 70.0 
自分たちで運動する 0 0.0 
時々、講師に来てもらう 7 30.0 
参加費が必要になって
も参加するか
参加する 20 91.0 




協力できる 13 59.0 
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